






























































































文献 使用化合物 試験方法 結果

52 I Ciprofloxacin I In vitro小核試験． V79細胞を用いて UVG55化合物 UV(-) 

弱＋

UV(+) 

(CIPRO), Nalidixic I Mineralight (290~400 nm)を1~30分（総照射批 Ciprofloxacin(CIPRO) 

acid (NAL), I 1250~30000 Jimり照射した．その後citocharacinBI Nalidixic acid (NAL) 
Ofloxacin (0 FL), を含む新しい培整液に交換し 16時間培整後標本を作 Ofloxacin(0 FL) : 

No1廿oxacin(NOR）， 製した． Norfloxacin (NOR). 

Enoxacin (ENO), I I Enoxacin (ENO) 

Lomefloxacin I I Lomefloxacin (LOME) 

(LOME), I I Trovafloxacin (TROVA) 

Trovafloxacin I I Clinafloxacin (CUNA) 

(TROVA), I I Spafloxacin (SPAR) 

Clinafloxacin 総合評価

弱＋

弱＋

強＋

中等度＋

中等度＋

中等度＋

強＋

中等度＋

(CUNA), 光粛性（50％細胞増殖抑制係数，濃度xUV dose) 

Spafloxacin(SPAR) I ICLINA>>LOME, SPAR>TROVA, NAL, OFLO, 

CIPRO > ENO, NOR. 

MN(5% MN係数，i農渡 xUV dose) : CUNA>> 

LOME, SPAR >TROVA, NAL, CIPRO, OFLO > NOR, 

ENO. 

53 I 4,4',6-trimethylan— マウスの未梢正染性赤血球およびヒト皮開線維芽細マウスの未梢正染性赤血球を川いた小核試験で両化
gelicin (TMA), 胞の初代培壺を用いた小核試験．UV-A(300~400nm) 合物とも陰性．

8-methoxypsoralen を45分問照射． ヒト皮府線維芽細胞の初代培養を用いた小核試験で

(8-MOP) 両化合物とも弱陽性．

54 I Lomefloxacin 株化されたヒトのケラチノサイトを用い， UVAを10I 10 μg/mLでピリミジンダイマーが産牛された．

~37.5 kJ/m憎射した． T4endonuclease Vを用いて LomefloxacinとUVAによるピリミジンダイマーの産

ピリミジンダイマーを検出した． 生についての発見はマウスの皮府癌形成における

lomefloxacinのイニシェーション活性と関係する．

55 I 8-methoxypsoralen I Ames test : TA1537, TA102, WP2を用い， UVA,I PABAから camphorはll食性， DHAは弱陽性， DMBA

(8-MOP), I UVBを照射． は陽性．
p-aminobenzoic acid 
(PABA), 

octyl dimethyl 

PABA, 4-methylben-

zylidene camphor, 

Dihydroxyacetone 
(DHA), 7, 12-

dimethylbenz [a] 

anthracene (DMBA) 

56 I Lomefloxacin 

57 I Acridine (A), 

9-Aminoacridine 

(9-M), Proflavine 

(P), Acridine 

Yellow(AY), 

Acridine Orange 
(AO), Methylene 

Blue(MB), 

Quinacrine (Q) 

ラット肝の培養細胞を用い，被験物質共存ドUVA照光反応生成物は， 一重項酸索捕捉剤共存ドで減少し，

deoxyguanosine (8-oxo-dG)址を測定している． ったことより，quinolone系抗生物質のUVA照射時

重項酸素捕捉剤(NaN3,TMP),ヒドロキシラジカ の光沸性メカニズムとして， 一厘項酸素が関与して

ル捕捉剤(a-Tocopherol,TBP)共存下での変化についいる．

て検討している．

E.coli B/r(TIR trp)のT5ファージ耐性変異検出： 作川強度 AY > P >AO> MB> 9-AA >A> Q = 

E.coli B/r(TIR trp)を恒成分培登槽中で化合物と一緒 NegaCon 

に培養し，経時的にサンプリングしアガープレート 環の両側にアミノ基を有している化合物(AY,P, AO, 

上でT5ファージ耐性コロニーを選別する． MB)は強い作用を有する
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入会手続きのご案内

日本環境変異原学会入会申込書

日本環境変異原学会長殿

貴学会に入会いたしたく評議員の署名を添えて申し込みます．

年月日

入会申込書に必要事項をご記入の上，年会費とともに現金書留にて事務局宛てお送りください．

年会費 7,000円（正会員）

5,000円（学生会員）

事業年度 (1月1日～12月31日）

（お申し込みについて）

1. 入会申込書に必要事項を楷書でご記入の上，年会費とともに現金書留にて事務局までお送りください．

2. 正会員は評議員の推薦を必要とします．推薦者がおられない場合は，事務局にご相談ください．

3.学生会員は指導教官の推應と在学証明書を必要とします．翌年の3月31日まで会員として登録されま

す．

4.年度末に入会申し込みをされる場合で，翌年度から入会希望の場合は，その旨お知らせください．

5. 学会誌は入会後に発行した号からお送りしますが，当該年度で人会前の学会誌をご希望の場合は事務局

までご連絡ください．

6.住所変更（学会誌送付先の変更）の際は，会員番号（学会誌等送付する際，宛名ラベルに印刷されていま

す），氏名，新 ・旧住所をご記入の上，事務局宛，書面にてご連絡ください．

R本環境変異原学会

〒170-0003 東京都豊島区駒込1-43-9

駒込TSビル3F 財団法人 口腔保健協会内

電話 03-3947-8891（代） FAX 03-3947-8341 

フリガナ ：

氏 名 ： @ 

Name（ローマ字つづり）

生年月日（性別） 年 月 日 （男 ・女）

所属機関名：

住 所 ：〒

TEL: FAX: 

電子メイル：

Affiliation 

Address 

Belong 

自宅住所：

電 話：

Home address 

学会誌送付先： ①所属機関 ②自 宅

、子'--½ 位： 年取得

研究領域（複数可）

加入学会名：

＿の本学会への入会を推薦致します．

日本環境変異原学会評議員

（署名）

日付

印

痣

入会申込書の送付先： 〒170-0003 束京都豊島区駒込 1-43-9 駒込TSビル
側口腔保健協会内 日本環境変異原学会事務局
TEL 03-394 7-8891 FAX 03-394 7-8341 

＝ 

＝ 
廿



日本環境変異原学会学生会員申込書
[ 1年間（翌年の 3月31日まで）のみ有効です］

年月日

日本環境変異原学会長殿

貴学会に学生会員として入会いたした＜貴学会員である指導教官の署名および在学証明書

（裏面に添付）を添えて申し込みます．

フリガナ ：

氏 名 ： R 

Name（ローマ字つづり）

生年月日（性別） 19 年 月 日 （男 ・女）

校名／学部 ：

住 所 ．・〒

TEL: FAX: 

電子メイル ：

Affiliation 

Address 

Belong 

自宅住所 ：

電 話 ：

Home address 

学会誌送付先 ： ①大学 ②自 宅

研究領域（複数可）

指導教官名：

連絡先 ：

の本学会への学生会員としての入会を推煎致します．

指導教官

（署名） 印

日付

入会申込書の送付先：〒 1700003 東京都豊島区駒込 143-9 駒込TSビル
閲口腔保健協会内 日本環境変異原学会事務局
TEL03-3947 8891 FAX03-3947-8341 

-¥I-

‘ 
器

環境変異原研究投稿規定

1. 掲載論文

環境変異原研究に関する未発表の「総説」，「一般論

文」，「短報」，および「特別企画（受賞講演）」，「論

説」，「資料 ・情報」などを掲載する．なお，投稿論

文の採否は編集委員会の審査により 決定する．

「総説」 は， 一つのテーマに関連する多くの研究論

文の総括，評価，解説などである．原則と

して絹集委員会より寄稿を依頼する．

「一般論文」 は，変異原に関する独創的研究の原著

論文で，それ自身独立して価値ある結論あ

るいは事実を含むものとする．陰性データ

も受け付ける．

「短報」 は，新しい技術の紹介や価値あるデータを

含む短い報告とする．陰性データも受け付

ける．

「論説」 は， 一つのテーマに関連する多くの研究論

文の総括，評価，解説などで，会員からの

投稿によるものとする．

「資料 ・情報」は，環境変異原に関する調査の結果

などをまとめたもの，および公開シンポジ

ウム，研究会の要旨などとする．

(Letter to Editorも受け付ける．）

2. 投稿資格

共著者のうちの 1人は日本環境変異原学会会員でな

ければならない．ただし，招待寄稿の場合にはこの

限りではない．

3. 論文原稿の書き方

論文原稿の用語は英語または日本語とし，愚煎史翌し

筆規定に従い簡潔にわかりやすく 書く ．総説， 一般

論文，論説は，写真 ・図表を含めて刷り上がり 8頁

以内．短報は4頁以内とする．ただし規定の頁数を

超えることが明らかな場合は，事前に紺集委員に相

談する．

4. 論文原稿の送付

論文原稿は5部と本誌に綴じ込みの「投稿論文チェ

ック リスト」を，下記に（簡易）書留便または宅配

便で送付する．

〒 170-0003 

東京都豊島区駒込 l-43 -9 駒込TSビル

インテルナ出版

日本環境変異原学会誌編集係

Tel. 03 -3944 -2591 

Fax. 03 -3947 -8073 

5. 著作権

本誌に掲載された記事，論文などの著作権は日本環

境変異原学会に帰属するものとする．従って，本会

が必要と認めた場合は転載し，また外部から引用の

申請があった場合には，編集委員会において検討の

上許可することがある．ただし，著作者自身が自分

の記事，論文などの一部の複製，翻訳などの形で利

用することを妨げるものではない． しかし，著作者

自身であっても，全文を複製の形で他の著作物に利

用する場合には， 事前に文書にて学会長に申 し出を

行い，許諾を求めなければならない．

6. 校正

著者校正は原則として原稿に対する誤植の訂正に限

る．原稿にない加箪 ・変更はしないこと．

7. 著者負担金

1) 投稿料は無料とする．ただし頁数の超過分や多

額の経費を要する図表の実費は著者負担とする

場合がある．

2) カラー印刷等の特殊印刷のため付加的に発生す

る費用は著者負担とする．

3) 別刷りはすべて著者負担とする．別刷り希望者

は著者校正時に添付する申込書に 50部単位で

申し込む．

編集委員会からのお願い

「環境変異原研究EnvironmentalMutagen Research」への投稿論文の，投稿から印刷までの時間の短縮を目指
し，投稿論文の査読を評議員にお願いすることになりました．それに伴い，投稿規定の見直しも行い，今後は

年大会での発表と同様に，投稿論文の分野を著者に申告していただき，同一分野を登録していただいている評議

員に査読していただくことになり ます．今回投稿時のチェックリストをお届けしますので，投稿論文と一緒に必

ずお送り下さい．

現在 7名の編染委員が分担して学会誌，femsNewsの組集作業を行っていますが，それぞれ自分の仕事を抱え

ボランティアとして活動しています．そこで，会員の皆様の積極的な雑誌作りへの協）Jとして，年大会で発表さ

れたものを一報でも多く論文にまとめ，本学会誌に投稿していただきますようお願い致します．また，femsNews 

への投稿，情報，意見，公募等もお願いします．

本誌の将来像に関する議論を進めております．英文誌化の話も出ており，編集委員を中心に検討を始めたとこ

ろですが，皆様のご意見を是非お聞かせいただきたく思います．どんな些細なことでも結構ですから，学会誌

に関することでコメント，提案等がありましたら，紺第委員まで E-mailにてお知らせください．編集委貝ー同



礫境変異原研究執筆規定

1.用語は日本語または英語とする．

2.原稿は原則としてワープロを用いて作成する．

日本文の原稿：

原稿はA4判用紙に 1行約 40字， 1頁30~31行

で印字する（刷り上がりの約1/2頁に相当する）．

ただし，要約は英文（300語以内）とする．ま た，

別に題名，著者名（フルネーム），所属機関名なら

びに所在地を英文で付ける．

英文の原稿：

原稿は A4判用紙にダプルスペースで印字(12ポ

イント）する．1頁25~27行を標準とする．原

稿は著者の責任において英語の添削訂正を受けた

ものに限る．

3.論文の記述は，第 1頁は表題，著者名，所属および

所在地，第 2頁は英文の要約（Summary)およびキ

ーワード（英文 5語以内，個有名詞や遺伝子名など

で大文字の使用が必要な場合を除き，原則として小

文字表記とする），第3頁以下，緒言(Introduction),

実験材料および方法(Materialsand Methods），結

果(Results），考察(Discussion)または結果および考

齋結語(Conclusion)，謝辞（Acknowledgments),

参考文献(References), 表，図の説明および図の順

序とする．ただし，総説の記述は，第3頁以下，緒

言，1． ……, 2. ・・・・・・， 結語， 謝辞， 参考文献， 表，

図の説明および図の順序とする．なお図と表の説明

文はすべて英文とする．

4.学名，遺伝子記号などはイタ リックとし，その他ま

ぎらわしい記号については原稿に適宜指示を与え

る．

5. 化学物質名は原則として英語とし， 一般名を用いる．

また，化学物質の CAS登録番号を記載する．文中

に用いる英語の単語あるいは旬は固有名詞を除いて

小文字で書きはじめる（文頭の場合は大文字）．

6. 数字は算用数字を用い，単位ば間用による省略記号

を用いる．

7. 略語を使用する ときは，論文中にはじめて使用する

ときに完全な語とその略語を括弧内に示す．

8. 句読点はカンマ（，）およびピリオド（．）とする．

9. 表，図は本文と別にし，それらの挿入箇所を本文の

右余白に明示する．グラフ，写真，線画等はすべて

図とし， 一連の番号Fig.1, 2,…を付し，説明文（英

文）を別紙に添える．

10.図と写真は｝泉図またはキャビネ大の光沢写真版と し，

裏面に Fig.1, 2,…および上下を鉛箪書きする．

11.表は上部に一連の番号Table1, 2,…と英文の表題を

記入する（文頭のみ大文字）．脚注を要するときに表

示の語句の右肩に a,b, c,• •• を付記し，表の下欄

外にそれぞれの説明を記す．

12.本文中の文献引用は著者名および年号をもってす

る．

13.参考文献は筆頭著者名のアルファベッ ト順に配列し，

雑誌の省略名は ChemicalAbstractsの記載方法に従

う．記載順序は著者氏名， （年），題名，雑誌名，巻，

頁（単行本の一部引用の場合は著者氏名，（年），題名，

編者名，害名，発行所，発行地，頁）の順とする．

単行本そのものを引用する場合は，絹者名あるいは

著者名， （年）， 書名，発行所，発行地の順とする．

文献の記載方法は下記の例に従う．

Ames, B.N., J. MaCann and E. Yamasaki (1975) 

Methods for detecting carcinogens and muta-

gens with the Salmonella/mammalian-micro-

some mutagenicity test, Mutat. Res., 31, 347-

364. 

Ashby, J., F.J. de Serres, M. Draper, M. Ishidate 

Jr., B.H. Margolin, B. Matter and M.D. Shelby 

(1985) Overview and conclusion of the IPCS 

collaborative study on in vitro assay systems, 

In : J. Ashby, F.]. de Serres et al. (Eds), 

Evaluation of Short-Term Tests for Cardno-

gens, Elsevier, Amsterdam, pp. 117-17 4. 

Friedberg, E.C., G.C. Walker and W. Siede (1995) 

DNA Repair and Mutagenesis, ASM Press, 

Washington, D.C. 

藤川和男，梁 治子，近藤宗平（1984)ハエの翅毛

スポットテストー近ごろ注目されている短期試

験法，環境変異原研究， 6,107-113. 

佐々木正夫(1983)環境変異原と染色体異常，外村

晶（編），染色体異常，朝倉書店，東京，pp.

107-113. 

松影昭夫（編）（1996)DNA複製，修復と発癌，羊

土社，東京．

（改訂 2000年 12月）
壬そ
釆

二

二

廿

投稿論文チェックリスト

論文ご投稿の際，この用紙に必要事項をご記入のうえ，派付してください．

論文名（日本語）

（英語）

窓口著者名：

連絡先（住所）

(TEL) 

(FAX) 

(E-mail) 

分類（該当するものに印をつけてください）

口突然変異のメ カニズム

口変異原の検出

口環境汚染物質

口抗変異原

□DNA損傷（付加体）
口変異原の代謝

口変異原の修飾，発現

口試験法の開発，改良

□その他（

送付前のチェック項目

口投稿規定，執箪規定に沿っていますか（特に引用文献）

口英文校閲はお済みですか

口 投稿論文は 5部ありますか
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無菌凍結品の変異原性試験用コファクターが、 S-9とセットで販売になります。

より便利に．／ より手頃な価格に．I
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

•エームステスト用と染色体異常試験用の 2種類の試薬セットです。

•コファクターが無菌凍結品になり、解凍後S-8と混合するだけで使用できます。

•S-8とコファクターは実用的な分注量比ですから、混合が容易です。

•S-8とコファクターは未混合ですから、混合条件を変更しての試験が可能です。

また、保存中にS-8とコファクターの未知の反応が起こりません。
•セット販売ですから、購入と在庫管理が便利です。

●包装単位を少量化し、より手頃な価格に致しました。

製 品 名 包装単位 備 考

エームステスト用 S. -9 1m£X10本 エームステストでのデータ

S-9／コファクターAセット コファクターA 9m£ X 10本 を添付します

染色体異常試験用 S-9 2mf X 3本 染色体異常試験でのデ

S-9／コファクターCセット コファクターC 4.7mi X 3本 ータを添付します

（保存は一80℃でお願い致します）

●エームステスト用コファクターA（注文量lOOmil以上）および染色体異常試験用コファクターC
（注文量30mll以上）の単吊注文もお受け致します。

●従来品は引続き取扱いしております。

変異原性試験用 S-9 （無菌凍結品）

エームステスト用 コファクターI （凍結乾燥品）

2m£ X 10本

9m£用粉末X10本

誘導法の変更や、サル、イヌなとラット以外のS-8またはミクロソームの調製、

その他、技術的なお問合わせは、弊社バイオ部までお願い致します。

製造元

＠言1J工ン”’'麟鐸工●輝式会輯
バイオ事業部

〒174-8505 東京都板橋区小豆沢 3丁目 6番10号

Tel. (03) 3968-1192 Fax. (03) 3968-4863 

販売元

〇和光純薬工業株式会社
本 社〒540-8605大阪市中央区道修町三丁目1番2号

電話 (06)6203-3741（代表）

東京支店 〒103-0023東京都中央区日本橋四丁目5番13号

電話 (03)3270-8571（代表）










